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論  文  名 源氏物語の創作過程の研究 
本論文は、『源氏物語』の冒頭から結尾に至るまでの構想の動態を捉え、作品世界の全体像を
生動的に提示することをめざした考究である。論文全体は、序章、終章を含む二十章から成り、
本論となる十八章は四部に分けられている。 
 五章から成る第一部では、光源氏の青年期までを語る物語序盤部の記述を考察し、第一章では、
光源氏をめぐる小話群が一旦成り立った後に、長編化が構想され、物語が再構成されたとする理
解を提示し、第二章では、こうした長編化の構想の下、冒頭の「桐壺」巻が物語の総序として成
立したことを論じ、第三章では、長編物語としての構想の進展の中で、光源氏に古代的な「色好
み」の性格が新たに付与されたことを指摘し、第四章では、そうした構想の進展のあり方を帚木
三帖の記述のうちに捉え出し、第五章では、朧月夜をめぐる物語が藤壺をめぐる物語に付加され
たことによる構想の変更を論じている。続く第二部では四章にわたり、壮年期の光源氏をめぐる
物語の構想の変転を考察している。第六章では、「澪標」巻の記述が以前の物語の路線を集約的
に据え直し、光源氏の政治的成功を語る構想を新たに推し進めていることを指摘し、第七章では、
そうした構想から離れた自律的な記述が「蓬生」巻、「関屋」巻のそれぞれでなされていること
を論じ、第八章では、光源氏像の変容のうちに、第九章では、玉鬘像の変容のうちに、それぞれ
玉鬘十帖における物語の構想の変転を捉え出している。第三部では六章にわたり、晩年期の光源
氏を語る物語の構想の深化を考究している。第十章では、六条院における紫上の悲しみの深まり
と新たな理想性の獲得を明らかにし、第十一章では、晩年期の光源氏が評者性と演者性をあわせ
持つことの意味を考察し、第十二章では、「鈴虫」巻の記述で、光源氏の死をめぐる物語の構想
に変更が生じたことを述べ、第十三章では、その変更によって、「御法」巻で紫上の死が語られ
るに至ったことを論じ、第十四章では、「御法」巻の紫上に利他的な心性が際立って現れること
とその意味を指摘し、第十五章では、「幻」巻に光源氏の心の救済が描かれているとの理解を提
示している。第四部では、物語の続編としての薫の物語が担う構想上の課題を考察し、第十六章
では、宇治大君が薫の求婚を拒み通すことの意味を論じ、第十七章では、道心と俗心とをあわせ
持つ薫の造型が物語の構想上の課題に即したものであることを指摘し、第十八章では、物語の構
想の変更によって、薫と浮舟との再会のないままに物語が閉じられたとする見解を示している。 
 以上の考究は、『源氏物語』の本文全体を視野におさめた実に丹念な読解を支えとして、表現
展開や人物造型の考察においても重要な新見を豊富に含み、物語の全体像の理解をきわめて独創
的に提示するに至っており、その成果は、斯学の発展に寄与するところ多大なるものがある。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
